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今
か
ら
７
年
前
、
夕
張
市
は

３
５
０
億
円
を
超
え
る
赤
字
を
抱

え
て
財
政
破
綻
し
ま
し
た
。

　

破
綻
の
結
果
、市
民
税
、水
道
料
、

下
水
道
使
用
料
、
軽
自
動
車
税
な

ど
は
軒
並
み
値
上
げ
さ
れ
、
小
学

校
６
校
と
中
学
校
３
校
は
１
校
ず

つ
に
統
合
さ
れ
、
２
６
０
人
い
た

市
職
員
は
半
分
以
下
の
約
１
０
０

人
に
減
り
市
役
所
以
外
に
５
か
所

あ
っ
た
行
政
窓
口
が
無
く
な
る
な

ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
不
便
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
立
総
合
病
院

は
診
療
所
に
縮
小
さ
れ
人
工
透
析

の
た
め
に
隣
町
の
病
院
ま
で
通
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
「
全
国
で
最
高
の
負
担
、

最
低
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
っ
て
、

人
口
の
流
出
が
続
き
、
最
盛
期
に
は

12
万
人
近
く
い
た
人
口
は
、
今
で
は

１
万
人
を
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
の
財
政
破
綻
は
、

炭
鉱
閉
山
に
よ
る
人
口
の
大

幅
な
減
少
に
伴
い
市
税
が
減

少
す
る
中
で
、
収
入
の
減
少
に

対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

見
直
し
や
人
口
激
減
に
対
応

す
べ
き
組
織
の
ス
リ
ム
化
が

立
ち
遅
れ
た
こ
と
、
加
え
て
石

炭
に
代
わ
る
産
業
・
雇
用
の
場

と
し
て
観
光
施
設
の
整
備
と

振
興
に
取
り
組
み
、
過
剰
な
投

資
を
行
っ
た
結
果
、
赤
字
が
積

み
重
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

第
二
の
夕
張
市
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
収
入
の
確
保

を
図
り
つ
つ
、
そ
の
収
入
に

見
合
っ
た
行
財
政
運
営
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

市
の
主
要
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
（
国
か
ら
の
交
付
金
）
は
、

昨
年
度
ま
で
市
町
村
合
併
の
特
例

に
よ
る
増
額
交
付
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
増
額
分
は
１
年
で
約

下呂市の財政は、大丈夫？

25
億
円
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

徐
々
に
減
り
始
め
、
平
成
31
年
度

に
は
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
生
産
年
齢

人
口
（
15
歳
以
上
65
歳
未
満
）
の

減
少
に
よ
り
税
収
の
減
少
も
見
込

ま
れ
、
長
期
財
政
見
通
し
で
は
、

こ
こ
数
年
で
支
出
が
収
入
以
上
に

な
り
、
赤
字
に
転
じ
、
そ
の
赤
字

は
年
々
増
大
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
収
入
が
不
足
す
る
分
は

財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
専
用
の

基
金
（
財
政
調
整
基
金
）
に
頼
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
そ
の
基
金

も
平
成
31
年
度
で
底
を
つ
く
と
見

込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
の
支
出
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
続
け

て
行
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
平
成
31

年
度
以
降
は
完
全
に
財
源
不
足
と

な
り
、
他
の
基
金
の
取
り
崩
し
な

ど
も
考
え
な
い
と
対
応
で
き
な
い

事
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
健
全
な
財
政

運
営
の
維
持
を
目
的
と
し
た
行
政

改
革
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
３
次
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　【
総
務
部
・
総
務
課
】

0

50

100

150

200

250

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

財政調整基金の残高

その他基金の残高

収入

支出

地方交付税

地方税

【単位：億円】

※収入は、財源不足
を補うための財政
調整基金を入れて
いません

長期財政見通し（平成25年12月作成）

第
３
次
下
呂
市
行
政
改
革
が
ス
タ
ー
ト

第
３
次
下
呂
市
行
政
改
革
が
ス
タ
ー
ト

財
政
を
破
綻
さ
せ
な
い

た
め
に
も

夕
張
市
の「
財
政
の
破
綻
」

健
全
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
を
計
画
し
実
施
し
ま
す

な
ぜ
、
行
政
改
革
が
必
要
な
の
？
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健
全
な
行
政
運
営
が
継
続
で
き
る

財
政
基
盤
を
構
築
す
る
た
め
、
次
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

【
支
出
の
見
直
し
】

・
歳
入
見
込
み
に
よ
る
財
政
計
画

や
市
民
に
分
か
り
や
す
い
数
値

目
標
を
含
ん
だ
財
政
運
営
上
の

指
針
を
定
め
ま
す
。

・
費
用
対
効
果
の
少
な
い
事
業
は
廃

止
し
、
証
明
書
発
行
業
務
や
給
食

業
務
な
ど
は
民
間
委
託
し
ま
す
。

・
補
助
金
は
こ
れ
ま
で
も
見
直
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
一
度

補
助
基
準
を
明
確
に
し
て
見
直
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
特
定
事
業
に
対
し
て
個
々
が
申

請
し
補
助
し
て
き
た
仕
組
み
か

ら
、
一
定
額
を
地
域
に
交
付
し
、

そ
の
中
で
地
域
が
事
業
を
実
施
す

る
交
付
金
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

・
地
域
住
民
な
ど
関
係
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
公
共
施
設
の
統

合
、
譲
渡
、
民
営
化
、
廃
止
を

進
め
ま
す
。

下呂市は、どうするの？

　

市
民
の
参
画
と
協
働
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

【
収
入
の
見
直
し
】

・
税
金
等
の
滞
納
整
理
の
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

・
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基

づ
き
、
施
設
の
使
用
料
や

手
数
料
を
見
直
し
ま
す
。

【
組
織
の
ス
リ
ム
化
】

・
今
後
は
更
な
る
職
員
の
削

減
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
分
庁
方
式
を

改
め
、
庁
舎
を
一
本
化
す

る
中
で
、
振
興
事
務
所
は

戸
籍
・
税
窓
口
業
務
、
健

康
・
福
祉
相
談
業
務
、
事

業
系
緊
急
対
応
な
ど
市
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
業
務

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
業

務
）
を
担
い
、
そ
の
他
の

業
務
は
一
本
化
し
た
庁
舎

に
集
約
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
「
地
域
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
通
じ
て
、

市
民
が
地
域
で
抱
え
る
課
題
に
対

し
て
、
力
を
合
わ
せ
て
解
決
し
て

い
く
た
め
の
意
識
づ
く
り
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

地
域
づ
く
り
へ
の
機
運
も
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
市
は
、
地
域
づ
く
り

の
手
助
け
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

市
が
行
っ
て
き
た
事
務
事
業
を
見
直

し
、
地
域
が
行
う
こ
と
が
効
率
的
で

効
果
的
な
こ
と
は
地
域
に
任
せ
、
市

は
市
だ
か
ら
こ
そ
行
う
べ
き
仕
事
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
は

地
域
を
熟
知
し
て
い
る
住
民
が
自

ら
行
う
こ
と
で
、
き
め
細
か
な
箇

所
や
私
有
地
な
ど
パ
ト
ロ
ー
ル
で

き
ま
す
。
市
は
発
見
さ
れ
た
ご
み

の
処
分
を
行
い
ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
の

 

拠
点
と
し
て
の
振
興
事
務
所
】

・
振
興
事
務
所
に
は
地
域
づ
く
り

を
専
門
に
行
う
職
員
（
地
域
力

向
上
支
援
員
）を
配
置
し
ま
す
。

・
振
興
事
務
所
は
、
新
し
く
設
置

を
進
め
る
地
域
づ
く
り
推
進
委

員
会
の
運
営
・
育
成
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

●
健
全
な
行
政
運
営
が
継
続

　
で
き
る
財
政
基
盤
の
構
築

●
市
民
の
参
画
と
協
働
を

　
積
極
的
に
展
開

・歳出の見直し（徹底した事務事業や補助金、施設
の見直し）

・歳入の確保（税収確保対策、新たな財源確保対策）

・健全な財政運営（財政計画の見直し）

・組織のスリム化
・政策や意思決定ができる組織体制・組織運営

・確実に計画を実行、検証できる組織

・職員力のさらなる向上（私たちは何のために仕事をする
のか（行政運営理念）を考え、それを常に意識して仕事

を行う強い意欲と高い能力をもった人材の育成）

・地域で担うべきことは地域で担う市民意識の醸成

第３次下呂市行政改革大綱

Ⅰ 財政運営の改革

市民・地域とともに築く新しい自治をめざして

Ⅱ 組織の改革 Ⅲ 人づくりの改革

【基本方針】

【目標】

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
の
主
な
取
り
組
み

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
の
主
な
取
り
組
み


